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１
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

盧
政
令
指
定
都
市
を
目
指
し
て

新
市
は
、
合
併
後
早
期
に
政
令
指

定
都
市
へ
の
移
行
を
実
現
さ
せ
、
さ

ら
な
る
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
た

い
と
考
え
ま
す
。

政
令
指
定
都
市
に
は
一
定
の
範
囲

ご
と
に
区
が
設
定
さ
れ
、
区
役
所
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
区
役
所
は
単
な
る

窓
口
事
務
の
処
理
や
本
庁
の
出
先
機

関
と
し
て
の
も
の
で
な
く
、
住
民
の

行
政
に
対
す
る
要
望
に
可
能
な
限
り

総
合
的
、
完
結
的
に
対
処
で
き
る
と

と
も
に
、
市
政
と
住
民
と
を
つ
な
ぐ

パ
イ
プ
と
し
て
の
役
割
と
区
域
に
お

け
る
企
画
調
整
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ

も
の
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
区
役
所
に
は
新
市
全
体
の

調
和
を
図
り
つ
つ
、
住
民
に
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
権
限
を
移

譲
す
る
と
と
も
に
、
住
民
自
治
の
一

層
の
充
実
を
図
り
、
地
域
で
育
ん
で

き
た
数
々
の
優
れ
た
伝
統
や
個
性
あ

る
地
域
文
化
を
一
層
発
展
さ
せ
、
各

地
域
の
多
様
な
個
性
と
活
力
が
活
か

さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、

一
つ
の
市
と
し
て
大
き
な
魅
力
を
発

揮
で
き
る
分
権
型
の
政
令
指
定
都
市

を
目
指
し
ま
す
。

盪
新
市
の
基
本
理
念

新
市
は
、
優
れ
た
都
市
機
能
と
豊

か
な
自
然
環
境
と
の
調
和
・
共
存
を

図
り
、
学
術
や
研
究
開
発
の
充
実
、

空
港
・
港
湾
な
ど
の
都
市
基
盤
の
一

層
の
強
化
等
に
よ
り
、
活
力
に
あ
ふ

れ
た
産
業
の
集
積
と
国
内
外
と
の
多

様
な
交
流
を
実
現
し
、
日
本
海
側
の

中
枢
拠
点
都
市
・
環
日
本
海
圏
の
国

際
交
流
拠
点
都
市
と
し
て
の
発
展
を

目
指
す
と
と
も
に
、
全
国
有
数
の
農

業
基
盤
を
活
か
し
、
先
進
的
な
取
り

組
み
に
よ
り
農
業
を
は
じ
め
と
し
た

関
連
産
業
の
活
力
あ
る
発
展
を
図
る

こ
と
で「
田
園
型
政
令
指
定
都
市
」の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
目
指
す
べ
き
姿
と
し
て

の
基
本
理
念
は
、

「
世
界
に
は
ば
た
く
交
流
拠
点
の

実
現
」

「
高
次
都
市
機
能
と
豊
か
な
自
然

環
境
と
の
調
和
・
共
存
」

と
し
ま
す
。

蘯
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

二
つ
の
基
本
理
念
を
実
現
す
る
た

め
に
、
以
下
の
五
つ
の
施
策
の
方
向

を
設
定
し
ま
す
。

○
五
つ
の
施
策
の
方
向

①『
活
力
あ
る
産
業
が
展
開
す
る

ま
ち
』

②『
多
様
な
交
流
が
で
き
る
ま
ち
』

③『
自
然
と
共
生
で
き
る
ま
ち
』

④『
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
』

⑤『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
を
受
け

と
め
る
ま
ち
』

①『
活
力
あ
る
産
業
が
展
開
す
る
ま
ち
』

新
市
に
は
商
圏
人
口
百
五
十
万
人

を
支
え
る
商
業
集
積
や
、
流
通
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
物
流
団
地
が
あ
り
、
新

潟
東
港
・
白
根
北
部
・
東
新
潟
な
ど

多
く
の
工
業
団
地
が
立
地
す
る
と
と

も
に
、
伝
統
あ
る
地
場
工
芸
産
品
の

生
産
も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
米
ど
こ
ろ
新
潟
を
代
表
す
る

水
田
や
果
樹
・
花
き
園
な
ど
の
広
大

な
農
地
が
広
が
る
な
ど
農
・
工
・
商

の
各
産
業
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

そ
の
上
、
新
市
に
は
、
海
・
空
・

陸
の
玄
関
口
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
新
潟

港
、
新
潟
空
港
、
新
潟
駅
が
あ
り
、

高
速
交
通
網
と
し
て
の
北
陸
自
動
車

道
、
関
越
自
動
車
道
、
磐
越
自
動
車

道
、
日
本
海
東
北
自
動
車
道
及
び
上

越
新
幹
線
に
よ
り
、
諸
外
国
並
び
に

日
本
各
地
と
結
ば
れ
る
と
い
う
絶
好

の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、

こ
の
好
環
境
を
十
分
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
地
場
産
業
を
振
興
し
、
福

祉
・
医
療
・
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

新
た
な
産
業
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
さ
ら
な
る
雇
用
を
促
進
し
、
国

際
的
な
競
争
力
を
持
っ
た
都
市
の
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ず
、
新
潟
港
を
積
極
的
に
活
用

し
て
い
き
ま
す
。
新
潟
東
港
に
お
い

て
は
、
国
の
F
A
Z
（
輸
入
促
進
地

域
）
計
画
に
沿
っ
た
整
備
が
進
み
、

輸
入
貨
物
取
扱
量
も
順
調
に
伸
び
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
環
日
本
海
圏
の

み
な
ら
ず
北
米
航
路
な
ど
の
新
規
航

路
の
誘
致
や
、
国
際
物
流
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）の
整
備
、
物
流
・
貿
易
企
業

の
さ
ら
な
る
誘
致
を
図
る
な
ど
、
よ

り
広
範
囲
に
新
市
の
持
つ
能
力
を
活

か
し
た
物
流
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ

と
で
、輸
出
入
貨
物
の
充
実
を
図
り
、

よ
り
多
く
の
企
業
集
積
を
生
み
出

し
、
雇
用
の
創
出
を
図
っ
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

新
潟
空
港
に
お
い
て
も
、
輸
入
貨

物
に
加
え
、
輸
出
貨
物
の
増
便
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
、
高
速
道
路
や
新

幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
網
を
活
か
し

た
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、高
速
交
通
体
系
を
活
か
し
、

物
流
や
工
業
拠
点
を
充
実
し
て
い
き

ま
す
。
都
心
部
を
中
心
に
放
射
状
に

伸
び
る
高
速
自
動
車
道
や
各
地
域
を

貫
く
放
射
状
の
幹
線
道
路
を
大
外
環

状
道
路
・
外
郭
環
状
道
路
な
ど
の
環

状
型
の
道
路
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

こ
と
で
、
道
路
網
に
隣
接
す
る
既
存

の
流
通
団
地
や
工
業
団
地
の
連
携
を

図
り
、
全
国
的
な
展
開
を
見
据
え
た

物
流
・
工
業
生
産
機
能
の
充
実
を
目

指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
国
際
会
議
や
国
際
見
本

市
な
ど
の
開
催
が
可
能
で
、
国
際
交

流
の
拠
点
地
域
と
し
て
大
き
く
発
展

し
て
い
く
た
め
の
中
核
的
役
割
を
担

う
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
新
潟
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー「
朱
鷺
メ
ッ

セ
」や
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施

設
を
有
効
に
活
用
し
、
企
業
交
流
を

進
め
る
と
と
も
に
販
路
拡
大
な
ど
大

き
な
商
談
の
機
会
を
創
り
出
し
ま
す
。

都
心
及
び
各
地
域
拠
点
の
中
心
商

業
地
は
、
郊
外
型
店
舗
の
進
出
な
ど

に
よ
り
以
前
ほ
ど
の
活
気
が
見
ら
れ

な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
郊
外
型

の
店
舗
と
の
差
別
化
、
交
通
弱
者
の

利
便
性
の
向
上
、
商
業
地
周
辺
で
の

居
住
空
間
の
整
備
等
、
事
業
者
と
力

を
合
わ
せ
て
商
業
地
の
活
性
化
を
目

指
し
ま
す
。

新
市
の
農
業
は
、
都
市
と
生
産
地

と
が
循
環
型
の
農
業
生
産
環
境
の
形

成
を
行
な
う
こ
と
を
は
じ
め
と
し

て
、
消
費
者
と
連
携
し
、
地
産
地
消

の
促
進
と
顔
の
見
え
る
安
全
で
安
定

し
た
農
業
生
産
を
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
経
営
の
企
業
化
や
農

業
の
担
い
手
を
育
成
し
、
高
付
加
価

値
産
品
・
新
潟
ブ
ラ
ン
ド
産
品
の
生

産
な
ど
、
農
業
技
術
の
確
立
に
よ
る

信
頼
性
の
高
い
生
産
を
行
い
、
市
場

優
位
性
の
確
保
を
進
め
る
と
と
も

に
、
農
業
経
営
基
盤
を
強
化
す
る
な

ど
、
効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業

経
営
を
目
指
し
ま
す
。

産
・
学
・
官
・
地
域
の
連
携
を
図

っ
た
新
た
な
活
力
の
創
出
を
目
指
す

バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
や
、
県
の

水
産
海
洋
研
究
所
、
園
芸
研
究
セ
ン

タ
ー
及
び
新
潟
市
の
園
芸
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
新
し
い
農
業
・
水
産
業
の
研

究
施
設
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
バ
イ
オ
技
術
を
活
用
し
た
、
新

た
な
農
業
の
展
開
や
食
料
供
給
基
地

「
に
い
が
た
」の
も
う
一
つ
の
顔
で
あ

る
食
品
加
工
産
業
の
活
性
化
を
目
指

し
ま
す
。

Ⅲ
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
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１
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
と
日
常
社

会
生
活
圏
の
一
体
化

〜
効
率
的
な
行
政
運
営
と
新
た
な
産

業
・
雇
用
の
拡
大

今
日
の
社
会
経
済
的
な
変
化
、
と

り
わ
け
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

展
や
交
通
基
盤
の
整
備
、
情
報
通
信

手
段
の
発
達
に
よ
り
、
人
々
の
生
活

は
以
前
と
比
べ
は
る
か
に
広
域
化
し

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
日
常
社
会

生
活
圏
と
行
政
区
域
が
乖
離
し
、
同

じ
圏
域
に
住
み
な
が
ら
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
違
い
が
あ
る
な
ど
、
様
々
な
問

題
が
生
じ
て
お
り
、
日
常
社
会
生
活

圏
と
一
体
化
し
た
総
合
的
な
都
市
経

営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
二
市
町
村
は
、
通
勤
・
通
学
、

買
い
物
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
企
業
の

経
済
活
動
な
ど
の
面
で
一
体
化
が
進

ん
で
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
う
し
た

状
況
に
対
応
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
の
持
つ
固
有
の
伝
統
や
文
化
な

ど
を
尊
重
し
な
が
ら
、
地
域
ご
と
の

機
能
分
担
や
地
域
間
の
連
携
を
図
る

と
い
っ
た
、
広
域
的
な
視
点
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

既
に
ご
み
処
理
な
ど
は
、
一
部
事

務
組
合
等
の
広
域
行
政
制
度
を
利
用

し
た
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
ま
す

が
、
基
礎
的
・
総
合
的
な
行
政
主
体

と
し
て
意
思
決
定
し
、
事
業
展
開
す

る
た
め
に
は
、
ひ
と
つ
の
自
治
体
で

あ
る
こ
と
が
最
適
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
十
二
市
町
村
が
合
併
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
で
別
々
に
実
施
し
て
き
た
福

祉
・
医
療
・
環
境
な
ど
の
広
域
的
な

諸
問
題
へ
の
対
応
や
、
各
種
事
業
の

一
体
的
・
効
率
的
な
実
施
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
土
地
利
用
に

つ
い
て
は
、
よ
り
広
い
範
囲
で
検
討

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
産
業
配

置
や
道
路
、
公
園
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
も
、
実
際
の
日
常
社
会

生
活
圏
に
基
づ
く
広
い
視
点
か
ら
一

体
的
・
効
率
的
な
整
備
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
が
産
業
を
創
る
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
合
併
に
よ
る
都

市
集
積
が
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
人
・

物
・
情
報
の
交
流
が
拡
大
し
、
都
市

と
し
て
の
拠
点
性
が
高
ま
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
多
く
の
都
市
型
産
業
の
創

出
や
世
界
に
通
じ
る
特
色
あ
る
企
業

が
育
成
さ
れ
、
雇
用
の
拡
大
、
若
者

の
定
着
、
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
誘

致
な
ど
、
様
々
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

２
地
方
分
権
と
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ

〜
行
財
政
基
盤
の
強
化
と
多
様
な
個

性
あ
る
行
政
施
策
の
展
開

国
を
は
じ
め
、
地
方
を
取
り
巻
く

財
政
環
境
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
中

で
、地
方
分
権
一
括
法
の
制
定
以
来
、

地
方
へ
の
権
限
移
譲
が
進
展
し
て
お

り
、
市
町
村
は
真
の
分
権
社
会
の
創

出
に
向
け
て
、
国
に
対
し
て
税
財
源

の
移
譲
を
求
め
る
な
ど
、
自
ら
の
責

任
で
自
立
し
た
都
市
を
目
指
さ
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
が

参
加
し
、
協
働
の
力
を
発
揮
す
る
住

民
自
治
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
に
最
も
身
近
な
基
礎
的
・
総

合
的
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
は
、
地

域
独
自
の
政
策
を
自
ら
の
判
断
と
責

任
の
も
と
に
、
企
画
・
立
案
・
実
行

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま

た
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
や
、
住

民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど

の
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

市
町
村
に
は
財
政
基
盤
の
強
化
や
、

企
画
立
案
能
力
を
備
え
た
職
員
の
養

成
な
ど
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
不
断
の
行
財
政

改
革
を
行
な
う
と
と
も
に
、
自
主
財

源
の
安
定
的
な
確
保
等
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
す
が
、
市
町
村
合
併
は
、

自
治
体
の
行
財
政
基
盤
の
拡
充
と
自

立
能
力
の
向
上
を
図
る
有
効
な
手
段

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

十
二
市
町
村
が
合
併
す
る
こ
と

で
、
組
織
の
統
合
、
合
理
化
が
図
ら

れ
、
経
費
の
削
減
と
効
率
的
・
弾
力

的
な
行
財
政
運
営
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
職
員
等
の
効
果
的
な
配

置
に
よ
り
、
必
要
な
部
門
へ
の
人
材

の
確
保
・
拡
充
や
、
専
門
的
な
知
識

を
有
す
る
職
員
の
適
切
な
配
置
が
行

な
わ
れ
、
住
民
に
対
す
る
高
い
水
準

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
多
様
な

個
性
あ
る
行
政
施
策
の
展
開
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

３
合
併
の
歴
史
と
一
層
の
発
展

我
が
国
で
は
、
市
町
村
が
大
合
併

す
る
大
き
な
転
換
期
を
こ
れ
ま
で
二

度
経
験
し
て
い
ま
す
。

最
初
は
、
市
町
村
制
を
敷
い
て
、

小
学
校
や
戸
籍
事
務
な
ど
を
任
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
「
明
治
の
大
合
併
」

で
あ
り
、
二
度
目
は
、
市
町
村
を
中

心
と
す
る
自
治
体
の
強
化
に
よ
っ
て

新
制
中
学
校
や
社
会
福
祉
、
保
健
衛

生
な
ど
の
事
務
を
任
せ
る
こ
と
に
な

っ
た
「
昭
和
の
大
合
併
」
で
す
。

十
二
市
町
村
は
、
こ
う
し
た
幾
多

の
合
併
を
経
て
、
先
人
の
英
知
と
努

力
に
よ
っ
て
今
日
の
魅
力
あ
る
ま
ち

と
し
て
発
展
し
て
き
た
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
、
少
子
・
高
齢

化
の
進
行
、
国
際
化
・
情
報
化
の
進

展
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
高
ま
り

な
ど
、
市
町
村
を
取
り
巻
く
社
会
情

勢
が
大
き
く
変
化
す
る
時
代
の
中
に

あ
っ
て
、
十
二
市
町
村
が
こ
こ
に
合

併
を
行
な
い
共
に
発
展
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
は
時
代
の
要
請
で
も
あ
り

ま
す
。

こ
の
合
併
は
、
都
市
と
し
て
大
き

く
な
る
と
同
時
に
、
地
域
の
自
治
、

住
民
自
治
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
、
先
の
二
つ
の
時
代
の
合
併
と
異

な
り
、
地
方
分
権
改
革
を
進
め
る
こ

と
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
十
二
市
町
村
が
大
同
合
併

を
す
る
理
由
は
、
現
行
地
方
自
治
制

度
に
お
い
て
最
も
広
範
な
権
限
と
財

源
を
持
つ
政
令
指
定
都
市
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、

合
併
後
に
政
令
指
定
都
市
を
早
期
に

実
現
さ
せ
、
日
本
海
側
の
中
枢
拠
点

都
市
・
環
日
本
海
圏
の
国
際
交
流
拠

点
都
市
と
し
て
、
産
業
の
発
展
や

人
・
物
の
活
発
な
交
流
を
進
め
、
自

立
可
能
な
都
市
と
し
て
更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

Ⅱ
合
併
の
必
要
性
と
効
果


